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酸とアルカリを混ぜ合わせたときの変化について考えよう。  

ある濃度のうすい塩酸とある濃度のうすい水酸化ナトリウム水溶液を

混ぜ合わせたときに、どのような変化が起こるか調べるために、次の実

験を行った。 

実験 うすい塩酸を 10.0cm３はかりとり、ビーカーに入れ、緑色の BTB

溶液を数滴加えた。次に、図のようにこまごめピペットでうすい水

酸化ナトリウム水溶液を 3.0cm３ずつ加えてよくかき混ぜ、ビーカー

内の溶液の色の変化を調べた。 

表は、実験の結果をまとめたもの

である。 
 

１ 塩酸の性質について正しく述べているものはどれか。  

ア 電気を通さない。 イ 無色のフェノールフタレイン溶液を赤色に変える。 

ウ 赤色リトマス紙を青色に変える。  

エ マグネシウムと反応して水素を発生する。  

 

２ 実験で、ビーカー内の溶液の色の変化は、うすい塩酸の中の陽イオンが、加えたうす

い水酸化ナトリウム水溶液の中の陰イオンと結びつく反応と関係する。この反応を化学

式とイオン式を用い 

て表せ。 

 

３ 実験で使ったものと同じ濃度のうすい塩酸 10.0 ㎤とうすい水酸化ナトリウム水溶液

12.0 ㎤をよく混ぜ合わせた溶液をスライドガラスに少量とり、水を蒸発させるとスライ

ドガラスに結晶が残った。この結晶の化学式を書け。なお、こ  

の溶液をｐH メーターで調べると、ｐH の値は 7.0 であった。 

 

４ 次の文は、実験におけるビーカー内の溶液の中に存在している陽イオンの数について

述べたものである。次の文中の   ａ  、   b  にあてはまる最も適当なことばとし

て、「ふえる」、「減る」、「変わらない」のいずれかを書け。  

ビーカー内の溶液に存在している陽イオンの数は、うすい塩酸 10.0cm３のみのときと比べ

て、加えたうすい水酸化ナトリウム水溶液の体積の合計が 6.0cm３のときは    ａ   が、加

えたうすい水酸化ナトリウム水溶液の体積の合計が 18.0cm３のときは    ｂ   。 

 

 

振り返り  
※分かったこと、できる

ようになったこと、分か

らなかったこと、困って

いること。  

 

 

進路・夢実
現に向けて、
この 1 問を

ク リ ア し よ
う‼  
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